
























   *1。これらによって彼の俳諧活動を概観して
おこう。元隣の俳諧への関わりは、 明暦元年
（一六五五、 元隣二五歳）























 外題「誹諧小式」 （序題） 、 内題「小式」 （凡例題） 、 柱題「誹」 。
書型…









 一二 ・ 一糎× 九 〇
字高…






 序四」 （漢文序～「凡例」裏ノド） 、
「誹一」～「誹卅二」 ・ 「卅三」～「四十」 ・ 「誹四十一」～「誹四十三」 ・ （四十四）～「五十五」 ・ 「五十六終」
 
   *2（自序～自跋、
各丁裏ノド）
丁数…
 全六〇 。 （漢文序 丁半、 目録一丁半、 凡例一丁、 自序一丁、本文五三丁、自跋二丁）
行数…





















いかい仕やう』とする天理綿屋本・竹冷文庫本を含め、全ての伝本が刊記を欠き、題簽の異同はあるものの、本 ・項目において異同がなく、傷の箇所や文字 欠けの具合から同板であることが確認できる。天理綿屋文庫本が、唯一原装で原題簽を残すものである。単郭の刷題簽で、外題に「はいかい仕やう」とあるが 題簽上下部分の破損が著しい。東大竹冷本 表紙が改装で 部分のみ原題簽 残されており、 それには「はいかい仕やう
 後」とある。












題簽ハ はいかい仕やう」 り、身楽千句と合して二部をなすもならん」と筆写者識語があり 奥書 「松宇文庫本ニヨル」と注記されている
 
   *3。これら、本書の写本は、全て早大本と同板の写しで
あると認められる。したがって、現存する全ての版本・写本に関して、本書は異版や改版が見られず、同一板木によるもが確認できる。　
ところで、本書の成立年は、漢文序によって寛文二年三月である












も、今見るところ〴〵心よろしからざる事のみ有。かつは自ら 不忘の備へに書きならべ侍し（中略）我が誤の悔 きにこるゝ事のうきを知らば、 いかんぞ。人々に知ら て、 後 車 戒めとせざらん」と述べられている
 




がなされるが、これは『身の楽千句』第十百韻初裏十一句目に相当する。また、第十二項「大まはし 発 之事」で引用さ た元隣句「花咲かぬ身は泣くばかり犬桜」は 『身の楽千句』第三百韻の発句である。このように 本書 おいて要語 解説に『身の楽千句』を用いていることは、元隣の跋文に見える「千句 がこの千句』を指すことを意味していると見て間違 ない。すなわち、本 





















   *5。 『身の楽千句』の伝本は、原題簽が残る天理大学
綿屋文庫（ 「身の 」 ） 、東京大学洒竹文庫（ 身の楽千句
 後」 ） 、









がえて旧蔵者によって後補されたも であって、旧蔵者に蔵された時点ですでに、その題簽を欠いた状態であったのだろう。そしてまた、旧蔵者の手 入る以前に聖心女子大本 表紙が改装され、 『身の楽千句』 の表紙 『誹諧小式』 に付け替えたものであったと見れば、この「前」 「後」 矛盾は解決する
 
   *6。やはりこの両書は、 『身の楽





















































の楽千句』序文の記述を思 ば、本書と『身の楽千句』とが同時刊行され、その刊行時期は、 『身の楽 』の漢文序に見るように寛文二年の四月以後であったということが推定できる。　
だが、そうした観点で諸本を見ても、 「はいかい仕やう」 ・ 「身の
楽千句」とそれぞ 別題簽であるために、実際にセット して出版されたかどうか断定する要素に欠け 。そこで、書籍目録類を参照すると以下のよ なことがわかる。 貞門 の俳書目録と される 『誹諧渡奉公』
（竹馬子大鹿汲浅著、延宝四年奥）
に「身楽千句／二冊内
一札仕様／寛文二年正月／元隣述之」 と されていることをはじめ延宝三年の 「新増書籍目録」 に 「誹諧仕様／内壱冊身楽千句／元隣」天和元年山田喜兵衛刊の「書籍目録大全」に「誹諧仕様／内一冊身楽千句／ 隣」と見え、延宝頃には『身楽千句』が本書 二冊組であったことが記されてい のである
 





   *8、 『身の楽

















      　　　　　

































































を借句之事」などというように、具体的に付けの用法の見出しを項目立てて明示し、その解説がなされる、というような実作を想定た俳諧作法の手引き書となっていることが独自である。本書は貞徳の没後の式目の乱れを鑑み、初心者のための作法書 と述べられているが、 こうした各項目からここに想定される読者は自ずから、俳諧を始め 全くの初心者ではなく、貞門（季吟門）の実作を行っているものと考えられ、自身の俳諧の力を磨くための手引きとして読まれることを目的としたも だったのだろう。そ に 本で取り上げられた項 は、 「発句」に関するもの、 「連句」 関するもの、その他、概論・ にをは等、と大きく三分類できる。以下、この分類に大別して本書に記された内容を紹介する。（１） 「発句」に関する記述　
本書における「発句」に関する記述は、本歌取など（第二） 、発
句の本意（第三） 、 「無心所着」 （第四） 歌 制 詞（第五）聞発句 ・古語 （第六） 、 詞を残す発句 （第七） 、 切字 （第八） 「を」 廻し 発句 第九）三段切発句（第十） 、はね字・とめ発句 十一） 、大廻 発句（第十二） 一一項目にのぼる。　
発句に関する記述は、俳諧からの例句、連歌例、歌例を用いなが






































発句の仕立て方に関しては、流派の教えや工夫など様々あるが、本歌取りに関しては和歌・連歌からとられてきた伝統手法である、と述べ、その方法を解説している。こうした記述からは、元隣の叙述の仕方や 論立ての手順が、伝統的な手法を説明することによって成立し、そこに 拠を見いだしている、ということを示しているうで興味深い。立項されたものの多くは、このよ に例句と解説とで構成されているわけだが、この「発句」に関する記述 内、第八の「切字」に関 てのみ 用語を列挙し、その説明に徹している。それとは対照的に、用例だけを提示した項目は、第十から十二で取り上げられた、切字と発句 バリエーションを扱ったものである。（２） 「連句」に関する記述　
連句に関しては、脇（第十三） 、第三（第十四） 、四句目（第









説されている。こうした第十三項から第十七項にかけて記された句の仕立方の記述 後の俳諧式目作法書として評価の高い『俳諧無言抄』などに先行する示し方として注目できる。これは、連歌論からの引用が多いことに起因していよう。先に示した「 定座」への意識は、 『俳諧無言抄』においても「連歌 は、四春 木と覚て、四句めに春を仕出さず」 「春の季出たらば、そ 春のうちに 花を引上」
（ 「裏」の項）
るとあって、同様の内容が記されていることが
見て取れる。本書における「連句」 関する記述は、概説的な説明や用語の解説にとどまらず、こうした運座における意識が、句去去嫌という別項に立て れた季 式目と 兼ね合いで説明されることによって、より明快に規定されていると言える 後に、 『歌仙ぞろへ』の巻末に月花の出所を明確 定義して ることの素地がここにあるといえよう。　
本書に先行して刊行されている貞門期の作法書類に関して、大概
については先に記したが、貞門 作法書が季寄せ的側面を充実しつつあった。その中 あって、本書で季の詞に関して述べられていのは二項しかない。季に関する記述がこれほど少ないことは注値すると言えよう。その本書 おける季に関する二項目と 「糸遊・霞・長閑」の項（第二十一） 「春秋の両字添季持句」の項（第二十二）で、両者ともに、連句の中で 季に関する言及ということになる。 「糸遊・霞・長閑」で 、春の季の詞でありながら、慣用
的に使われたり、読み替えられたりできる、という語義の多面性を述べ、 「春秋の両字添季持句」では逆に、投げ込み的に用いられた季節に関して言及している。連 の運座にあって、季の式目と関係する春・秋の句は、句数の規定の関係上、夏・冬よりも多数回詠むことを要求される。そうし 際に、一句の句意とは無関係に季節を合わせるためだけに「春」ないし「秋」という語が詠み込まれた句が横行してい ことを危惧しての指摘がなされている。ここには、実作の側面からの叙述と式目遵守の意識 融合、加 て一句の句意を重視する元隣の意識が読み取れる。いかに連句であっても、そうしたバランスの取れた句作を志向する姿勢が窺われ である。　
このように、本書内での季に関する記述の内容が、どの季節の詞
で、どういった本意を持つ か 解説するような季寄せ的側面ではなく、実際に連句の運座にあっ 、どのよう 次への展開を考えて季節を配していくのかなどというような運用の方法など 式目と関わる問題からの説明がなされていたとい ことがわか わけだ。すなわち、この両項目が月花の定座、句数・去嫌に関する記述の後に配されている とを考え合わせると、裏 月の句と花 定座との兼ね合いによって 移りとなる付合に関する記述 理解でき、こうした転じの重要性を意識した書かれ方と っていたのである。俳諧作法書というが、季語としては、連歌論 見 運用の方法を踏襲しながら説明されて ることが特徴的であ と言えよう。（３）その他　「てにをは」 に関しては、 「つゝどまり」 （第二十三） 、 「にとまり」 ・ 「にてどまり」 （第二十四） 「 にをは」 （第二十五）の四項目あり 切字に関する記述と同じく、 用例を用いず用語の解説に終始してい 。逆に、用例を多用して、解 が簡略な が、 「六義」 （第三十一）に
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いうように、細かく説明がなされている。とりわけ、傍線を付した「当流には」という言い方が印象的だが、ここには、 「連歌」と「俳諧」との差異と、 「貞門」という流派へ 意識のあらわれを見てとることができよう。これは、 本書の言 はないのだが、 身の楽千句』の自序において元隣が「俳諧 戯言にして、たや く其様いやしきやうに、おのれ かき侍るは何事ぞや これゆへ、初心の俳諧し、連歌する人に向ひては誹諧するといふ事を隠すやうにせり。か 書つくる人、礼儀の本を知らざる故なるべし。昔より我身を だる例はきけど 其修する道を無下に云くだすためしは し。やつがれおもふに、和歌は黄金、連歌 箔、誹諧は泥、みな同体異名のたから也」と記すように、元隣の「俳諧」への意識が 和 の流れにありながらも、和歌・連歌・俳諧 いう格の序列があるのではなく、三者三様にそれぞれ見るべきところの多 も だということが窺い知れるのである。こうした元隣の記述は 当時の貞門俳 の流れと一致する。中村氏によれば、 「 の一体」として俳 を位置づけ、連歌との差異化を図りながらもその地位を連歌と対等の地位 まで押し上げようとしたのが、本書で びたび引用された重頼・立圃らの考えであった
 
  *10。その実態として、和歌的技巧や連歌論を踏襲
しつつ、 一句の句意を重視し、 「俳言」 や文体 よって俳 化する 「心の俳諧」を目指すこ が貞門で とりわけ季吟は古典から 差
異によっておかしみを得るという方法でその地位を確立しようとしたのである。その意味では後に、 『守武千句』などに見る卑近な素材や 「俗態」 ・ 「俗言」 を用いるというような現在性を持つ言葉によって俳諧化を図る宗因流 （談林） の流行を懸念して秘伝書であった 『俳諧埋木』の公刊に至った季吟の考えとも合致している。さらに、 「非言の書」として びたび正式や正章など貞室門の書物を批判の対象としている点は、 貞室門と季吟門と 差異化を意図 た、 季吟に添った本書の叙述態度として注目できる。つまり、この「賦物之事」が本書冒頭の項目で取り上げられ のは、和歌・連歌に れ 汲むことと、連歌や宗因流、ひいては貞室門との違いを明確に示そうとした意図によるものであったと考えられるのだ。そして、 巻末には 「書物題号之事」として「追加」の項目がある。 『源氏物語』 取り上げながら、どこに着眼して題を採用する か いう「作 」関する考えを記してい 。題に関す 手法 こ ほど詳細に述べられているのは、他にはなく、 特徴である は言うまでもないが、 「書物題号之事」で述べられた内容は 古典知識の梗概的性質をも有していることが注目される。古典や漢籍におけるエッセンスを「題」という観点から解説し、読者に対して古典的知識を付与するよう構成されているのである。　
こうして見ると、 『誹諧小式』がいかに、貞門の他の作法書類に































聖心女子大本は明治三七年に武島文庫 なっ おり 紫香文庫 すなわち大久保紫香
（一八六四～一九二六）
のもとにあったのはそれ以










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大かたなき事也。千句などにまゝ見え侍る。又、発句 「嵐」といふ字と「道」と云字 に 、 「山」といふ字は
賦フ
さぬ也。 「山嵐」














































































































































といふを取て、待人の ぬ 我宿の梅 立えや、其人 為 霞みつらん 人と梅とを恨
ウラ
み、心を打かへして仕立給へり。此うちかへし


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たるよし。其故に、 「てに は」にて、 「たる」 「なり」 「めり」などゝ留る由、
紹シヤウハ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































上の字に付たる字ゆへ、 一字はね也、 といふ説あれとも、 また、 「覧」の字にも通ひて聞ゆる故、是も「 ん」の二字はねと同前に嫌たる、よき也。
▲「らるゝ」 「ざらん」 「ならし ぬらし」 「つらし」かやうの三仮
名皆七句去。連歌には面を嫌也。留りには、一座
ニ三。




▲「るゝ」と云詞、 二句去。 しくるゝ」 「日のくるゝ」などの類也。▲「る留
トマ
り」二句去。 「帰れる」 「通える」なと。




























































▲「せざる」 行ざる」の類。▲「あらさる」に 有 の字二句去。▲「也」と「や」 、 「な と「なる」 、 なれ と「なれ」 、 皆二句去也。▲「なり」といふに二あり
　
一つには「なりけり」 。是は「也」の字也。又、
一には「なりにけり」 。是は「成」の字なり。此「成」の字は三句去也。 「也」の字は、文字たゝしくあれとも、上に体なけれはいはれぬ付字なれは、 「てにをは」なる故に、 「也」と〳〵は 先 いふかことく二句ざりなり。たとへは、春也、秋なりと申す類也。されは、文字かはる故に「也」の字の「 」 成」の字「なり」とは、一切きらはす。能聞分て去嫌へし。
　「成になれ」 「なれやなる」 「ならし」 「ならん」等、 「な」の一字こそおなじけれ。したの付字かはりたる詞なれは、
」 （四十一ウ）
皆付句ばかりを嫌也。
▲「なれや」 「ならし」 「ならん」三つかななれは 面を嫌、誹には
七句去なり。句のとまりには一座に二句あり。誹には三句有。








「なん」 「せん」 「けん」 なとの一字ばねには、 をさへ字の沙汰なし。又、上にうたがひの字なくて「らん」とはぬる事有。
久かたの光のどけき春の日にしつ心なく花のちるらん
　
























































































































































































































































































































































































なり。 「鑓」に「梅」 、 「桜」に「鯛
タイ
」付るよし。






























































此 「ちらす」 といふにて、 前句の 「風」 をいふやうなり。同じ事なから、
ゆふべの露もちれる宮前






































































































































































































































































































































































































































































まれ人のとふ、誹諧は何事そ。曰、誹諧は和歌のひと たにて、天地をうこかし、男女の中 もやはらくる道也。まれ人の曰、さはいへれと、此はいかいにたくみなるも さして世に功もなく、身に益もなきはなんそや。曰、 これ、 道のとかにあらす 人の科也。それ、百薬は病をのそき、命長からしむるそなへなり。しかるを、あためける医用て人 あやまらんに くすりのわさ 云て可ならんや。其妙なるにいたりて 、疱丁か牛を解すら、生をや なひ 世を治る理有。いかんそ。まのあたりを見てし ぬさかひ はか
」 （五十八ウ）






し。 また曰、 しか は、 はこのうちにおさめて可 らん。 なんすれそあつさにちりはめ侍るや。曰、わか誤のくやしき こるゝ事 う
をしらは、 いかんそ、 人々にしらして、 後の車のいましめとせさらん。また曰、 国の利器は、 人にしめすへからすといへる事有。此『小式』のむねを以て、予か数の句をな り出んは、いかゝはせん。曰、わらはさらんにはしかし。されと、おろものか事 たれ有てかひきあけて云出んよしそ り侍
」 （五十九ウ）
らんは、我一人の恥なるなる































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































わきも子かひた におふるすぐろく ことひのうし くらのうへのかさ
 
14
渡る世やそば切をうつ花の春
 
21
